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２０１８年７－８月号 

本月報はルーマニアの報道をもとに，日本大使館がとりまとめたものです。 

平成３０年９月１４日 

在ルーマニア大使館作成 

 

Embassy of Japan in Romania 

http://www.ro.emb-japan.go.jp 

 

（AG：アジェルプレス通信，ZF：ズィアルル・フィナンチアル紙，NO：ナインオクロック紙） 

主要ニュース 

【内政】●刑法改正案が議会で可決された。ヨハニス大統領は，憲法裁判所に違憲の訴えを起こした。 

●司法関連法改正案のうち法律第３０４号の改正が発布された。 

●ヨハニス大統領がキョヴェシ国家汚職対策局（ＤＮＡ）長官の解任命令に署名した。 

●在外ルーマニア人を中心とした反政府大規模抗議集会が発生し，１０万人程度が参加したが，ジャン

ダルメリアの介入により多くのけが人が発生した。 

【外政】●ダンチラ首相は，ブルガリアで開催された中欧・中国協力「１６＋１」首脳会合に出席した。 

●ヨハニス大統領は，ブリュッセルで開催されたＮＡＴＯ首脳会合に出席した。 

【経済】●ルーマニア国内でアフリカ豚コレラの被害が拡大し，これまでに，約１２万頭の豚が処分された。 

●ルーマニアの２０１８年第２四半期のＧＤＰは前期比１．４％増となった。前年比では、季節調整前

４．１％，季節調整後で４．２％増加した。  

    ●７月及び８月，ルーマニア国立銀行は政策金利を年率２．５０％で据え置くことを決定した。 

【二国間関係】●衆議院議員団がルーマニアを訪問し，ドゥシャ国防次官等と会談した他，デヴェセルに設置さ

れたイージス・アショアを見学した。 

 

内政

■司法改革：刑法改正 

・７月４日，ルーマニア議会臨時会（７月１９日まで

会期延長中）において下院は刑法改正案を賛成多数で

可決した。短時間の審議で採択された。 

（１）６月２８日から議会特別委員会（ヨルダケ委員

長）で審議され，７月２日には同委員会で賛成多数で

可決した。 

（２）７月３日に議会上院の審議及び採決が行われ，

賛成７４票，反対２８票，棄権９票で可決された。法

案は提出した与党ＰＳＤ（社会民主党），ＡＬＤＥ（自

由民主主義同盟）の議員の支持を得たが，ＵＤＭＲ（ハ

ンガリー人民主同盟）は職権濫用罪の新規定と，職務

怠慢の規定の削除に賛成できないとして棄権した。 

（３）７月４日に議会下院の審議及び採決が行われ，

賛成１６７票，反対９７票，棄権１９票で可決された。

可決に必要な票は１６５票だった。ＵＤＭＲ議員が棄

権し，ＰＳＤからも複数の棄権者が出たとみられるが，

少数民族政党から９票，ＰＭＰ（国民の運動党）から

１票の賛成票を得て，可決に必要な票数を達成した。 

（刑法の主な修正事項） 

（１）職権濫用罪の新たな規定の導入 

職権濫用罪は，①公務員の勤務時間内による違反で，

②法律，緊急政令，政令に明示的に反するものであり，

③自ら，または配偶者，あるいは法律上の第二親等以

内の家族のために不適切な実質的利益を得るために行

われ，④最低グロス賃金相当以上の明確で実質的な損

害を生み出す場合に，２年から５年の禁固または罰金

が科される。 
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（２）職権乱用罪は議会や政府の決定には適用されな

い。 

（３）職務怠慢に関する規定は廃止する。 

（４）組織犯罪の再定義：一時的に形成されたグルー

プによる犯罪は組織犯罪とみなされない。 

（５）職権濫用罪を含む一定の犯罪については，損害

賠償が支払われれば，量刑が半減される。 

（６）年齢が６０歳に達した被告には執行猶予が与え

られる。 

（７）贈賄をした者は，１年以内に申し出れば無罪と

なる。 

ＵＳＲ（ルーマニア救出同盟），ＰＮＬ(国民自由党)

等の野党は，同法案は職権濫用罪で破棄院（最高裁）

から一審有罪判決が下っているドラグネアＰＳＤ党首

に直接裨益するものであるとして強く反発，犯罪者の

ための恥ずべき法案と厳しく非難。ヨハニス大統領は，

記者発表を行い，刑法改正はまったく受け入れがたく，

法案が議会での審議が殆ど行われないまま可決された

ことについて，手続きの面でも不透明であると批判し

た。 

・欧州委員会は，刑法改正に憂慮を表明し，今次刑法

改正の最終案文を，捜査協力，ＥＵの法規定との互換

性，国際基準の観点から検討し，互換性確保のための

必要な措置をとることを躊躇しない，との声明を発表

している。 

・７月２５日，ヨハニス大統領は刑法改正案について

憲法裁判所に違憲の訴えを起こした。 

 

■司法改革：司法関連法改正 

・７月９日，下院は司法関連法改正案のうち法律３０

３号についてヨハニス大統領から要請されていた法案

の再検討を行い，当初の形で可決した。改正法案は，

大統領の高位検察官の任命権限を限定する内容となっ

ている。 

・ ７月１６日，ヴェニス委員会は１３日付暫定報告

書にて，司法関連法改正案は裁判官・検察官の独立性

を弱める旨指摘した。特に，高位検察官の任命・解任

手続きについての再検討や，裁判官，検察官の自由な

発言の確保，裁判官・検察官に対する調査を行う査察

局の創設の再検討等を促している。この評価は，ルー

マニア大統領及び欧州評議会の議会監視委員会に提出

され，２０１８年１０月の本会議にて委員会意見とし

てエンドースされる見込み。ヨハニス大統領は，議会

に対しヴェニス委員会の勧告を無視しないように要請

した。 

・７月１８日，憲法裁判所は，司法関連法のうち法律

第３１７号（司法最高評議会（ＣＳＭ）の組織と機能

に関する法律）に関する野党ＰＮＬとＵＳＲによる違

憲の訴えを退けた。 

・７月２０日，ヨハニス大統領は司法関連法のうち法

律第３０４号（司法機関に関する法律）を発布した。

同法律の主な改正点は，検察総局の中に新たに裁判官

の違法行為の調査局を設立するというもの。 

 

■緊急政令の可能性 

・７月１６日，当地メディアは，政府が閣議において

政治家の恩赦に関する緊急政令を発出する可能性を報

道。ドラグネアＰＳＤ党首とタリチャーヌＡＬＤＥ党

首はこれを否定した。 

 

■大統領の弾劾の可能性 

・８月６日，インターネットメディア「ＤＣニュース」

はＰＳＤがヨハニス大統領を国家反逆を理由として弾

劾するための書類を用意していると報じた。弾劾手続

きは憲法上で定められており，上下合同議会で３分の

２の賛同を得ると大統領は自動的に停職になり，その

後最高裁の最終決定を経て決定する。 

 

■オフショア法の可決 

・７月９日，議会は黒海の天然ガスの採掘に新たな課

税をするオフショア法を可決した。下院における採決

の前に，ドラグネアＰＳＤ党首は，法案は，４００億

ドルの国庫収入をもたらすものになると述べた。後日，

クレム米国大使は，オフショア法の議会承認手続きが

不透明であると批判した。 

・８月２日，ヨハニス大統領は議会に対し，オフショ

ア法の再検討を要請した。 

 

■国家汚職対策局（ＤＮＡ）首席検事の解任 

・７月９日，コトロチェニ宮殿（大統領府）において
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ドブロヴォルスキ報道官が記者発表を行い，同日，ヨ

ハニス大統領がキョヴェシ国家汚職対策局（ＤＮＡ）

長官の解任命令書に署名したことを明らかにした 

・解任命令を受け，ドラグネアＰＳＤ党首は，ヨハニ

ス大統領の停職決議の可能性について引き続き党内お

よび与党内で続けていくと表明した。ヨルダケ議会特

別委員会委員長は，ヨハニス大統領の停職決議はもは

や意味をなさないと述べた。 

・７月２３日，新しいＤＮＡ長官に４名が立候補した

が，２７日，法務大臣は面接の結果，４人の候補者が

いずれもＤＮＡ長官としての要件を満たさないとして

採用はされなかった。 

・８月３０日，ＤＮＡの新長官に，パウラ・タナセ・

ガラツィ高等裁判所検察官他６名が立候補した。タナ

セ検察官はトアデル法務大臣の教え子で，キョヴェシ

元長官には批判的な立場とみられている。 

 

■ＳＲＩと検事総局との「秘密協定」 

・８月２５日，トアデル法務大臣は，ＳＲＩ（ルーマ

ニア情報庁）と検事総局（公共省）との間で２０１６

年に結ばれた「秘密協定」について，捜査機関が秘密

裏に情報機関と協力関係を締結することは司法の独立

に反し，国民を裏切るものであると批判し，ラザル検

事総長の活動を審査する法的手続きを開始すると述べ

た。 

 

■デモ，抗議集会 

・７月３日，ヴィクトリア広場前で数百人規模の抗議

活動が行われた他，４日夜にも約３千人の抗議集会が

実施された。 

・８月１０日，在外ルーマニア人による反現政府大規

模抗議集会が発生した。抗議集会は，在外ルーマニア

人（注：ルーマニア国外に住み休暇期間にルーマニア

に帰国する出稼ぎ労働者）により実施が計画されたも

ので，在外ルーマニア人のみならず，野党議員，現政

権に不満を持つ者の抗議集会参加がフェイスブック等

で呼びかけられていた。集会には最大約１０万人が参

加し，反ＰＳＤ，反ドラグネア下院議長，反汚職，ダ

ンチラ（首相）解任を訴えた。抗議集会の参加者の一

部の暴徒集団がジャンダルメリア（治安警察）職員２

名に対し暴力行為を行ったことを発端として，ジャン

ダルメリアが催涙ガスを使用し，その後，放水車も使

用した。女性，子供を含む４４０名（うち２４名は当

地治安警備隊（ジャンダルメリア））を超える怪我人

が発生し，６５名（うち９名はジャンダルメリア）が

病院に搬送された。ヨハニス大統領は，１０日，民主

主義においては抗議を表明することは認められるが暴

力は許容できないと批難する声明を発表し，検事総長

に対し，緊急調査を行い，ジャンダルメリア介入の合

法性と暴力事案に参加した全ての人の関与度・犯罪性

を特定するよう依頼した。抗議集会は，シビウ，クル

ージュ・ナポカ，ヤシ，ブラショフ，ビストリッツァ

でも行われたが，これらの地方における集会による混

乱はなかった。 

・８月１６日，ダンチラ首相は欧州委員会ユンカー委

員長，ティマーマンス副委員長に宛てた書簡の中で，

８月１０日の抗議集会は政府を「力ずくで」排除しよ

うとする試みであった，またヨハニス大統領がデモを

慫慂し，憲法上の「仲裁者」としての役割を果たそう

としないと訴えた。 

・８月１９日，カルメン・ダン内務相は記者発表を行

い，１０日のデモには数百名の「過激な」サッカーサ

ポーターが含まれ含まれていたと述べた。またジャン

ダルメリアのうち５名の行動について内部調査が行わ

れていると述べた。また内務相は暴力で苦痛を受けた

人々に謝罪した。 

・８月２１日，ダン内務相は下院国防委員会のヒアリ

ングを受け，ジャンダルメリアのうち１０名が法律を

犯した可能性があり調査中であると述べた。また，ヴ

ィクトリア広場から参加者を排除する命令は，クリセ

ル・ブカレスト知事が出したものであると述べた。 

・８月２１日，ドラグネアＰＳＤ党首は，テレビのイ

ンタビューの中で，１０日に起きたデモはクーデター

の試みであったと述べた。また，ヨハニス大統領が暴

力を慫慂したとして激しく非難した。 

・８月２２日，ゴルギウＰＮＬ議員，トマクＰＭＰ議

員などは，１０日の抗議活動で暴動を扇動したのはＰ

ＳＤが買収したフーリガンだった等としてＰＳＤを批

判した。 

 

■米大統領顧問弁護士の書簡 

・８月２８日，ルドルフ・ジュリアーニ・トランプ米
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大統領顧問弁護士（元ニューヨーク市長）がルーマニ

アの司法の状況を巡りヨハニス大統領や上下両院議長，

ダンチラ首相に宛てたとされる書簡が公表された。書

簡はＤＮＡ(国家汚職対策局）の行きすぎやＳＲＩ（ル

ーマニア情報庁）との「秘密協定」の存在に懸念を示

す内容となっている。米国大使館は，プレスの照会に

対し，「一個人の意見について米国政府はコメントし

ない」とコメントした。 

・８月２９日，米国のニュースメディア「ポリティコ」

は，ジュリアーニ・トランプ米大統領顧問弁護士が書

簡の発出にあたり米国のコンサルタント会社から支払

いを受けていたとする記事を掲載した。 

 

■世論調査 

・世論調査機関ＩＭＡＳによる支持政党についての調

査結果（６月，１０１０人を対象に実施）。ＰＮＬが

ＰＳＤより高い支持率を得た。 

（支持政党） 

ＰＳＤ（社会民主党）     ２８．４％ 

ＰＮＬ（国民自由党）     ２９．２％ 

ＡＬＤＥ（自由民主主義同盟）  ８％ 

ＵＳＲ（ルーマニア救出同盟） １１．３％ 

ＵＤＭＲ（ハンガリー人民主同盟）５％ 

ＰＭＰ（国民の運動党）     ２．８％ 

共にルーマニア運動党      ８．６％ 

・世論調査機関ＣＵＲＳによる支持政党（ＰＳＤ，Ｐ

ＮＬ）についての地域別，年齢別，教育レベル別調査

結果（６月２３日～７月１日，１０６７人を対象に実

施）。 

（都市部） 

ＰＳＤ ３０％，ＰＮＬ ２７％ 

（農村部） 

ＰＳＤ ４５％，ＰＮＬ ２１％  

（地域別） 

モルドバ ＰＳＤ ４５％，ＰＮＬ １９％ 

ムンテニア ＰＳＤ ４６％，ＰＮＬ ２２％ 

トランシルバニア ＰＳＤ ２２％，ＰＮＬ３０％ 

ブカレスト ＰＳＤ ３４％，ＰＮＬ ２５％ 

（年齢別） 

１８－３５歳 ＰＳＤ１９％，ＰＮＬ３２％ 

３５-５５歳  ＰＳＤ２６％，ＰＮＬ２７％ 

５６歳以上  ＰＳＤ５２％，ＰＮＬ１９％ 

（教育レベル別） 

中学校まで終了 ＰＳＤ５２％，ＰＮＬ２０％ 

高卒レベル ＰＳＤ３４％，ＰＮＬ２４％ 

大卒レベル ＰＳＤ２０％，ＰＮＬ２９％ 

・世論調査機関 Sociopolによる支持政党，政治家につ

いての調査 

(支持政党) 

ＰＳＤ（社会民主党）     ３５％ 

ＰＮＬ（国民自由党）     １９％ 

ＡＬＤＥ（自由民主主義同盟） １０％ 

ＵＳＲ（ルーマニア救出同盟）  ８％ 

ＵＤＭＲ（ハンガリー人民主同盟）５％ 

ＰＭＰ（国民の運動党）     ２％ 

共にルーマニア運動党     １３％ 

Pro Romania党         ３％ 

（信頼する政治家，要人） 

 アラファト内務次官      ５９％ 

 ヨハニス大統領        ３３％ 

 フィレア・ブカレスト市長   ２６％ 

 キョヴェシＤＮＡ長官     ２５％ 

 ディアコヌ欧州議会議員    ２３％ 

 チョロシュ元首相       ２２％ 

 タリチャーヌ上院議長     ２０％ 

 クレツ欧州議会議員      ２０％ 

 イサレスク中央銀行総裁    １９％ 

 ドラグネア下院議長      １５％ 

 ポンタ元首相         １３％ 

 ダンチラ首相         １３％ 

 バセスク元大統領       １２％ 

 オルバンＰＮＬ党首       ８％ 

 

■その他 

・８月７日，大統領府のドブロヴォルスキ報道官は，

政府が大統領府の予算を１９％，１千万レイ削減した

ことにより，９月に予定されている三海協力イニシア

ティブサミットの開催が危うくなる可能性があると発

表した。 
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・８月２１日，ドラグネアＰＳＤ党首は，２０１７年

に外国から派遣されてヒルトンホテルに 3週間滞在し

ていた４人の男性により暗殺されそうになったが，未

遂で終わったと述べた。ドラグネア党首は，本件につ

いては捜査が行われていると述べたが，検察総局，Ｄ

ＩＩＣＯＴ（組織犯罪・テロ対策総局），ＳＲＩはそ

れぞれ，このような案件について捜査を行っていない

ことを表明。翌日，ドラグネア党首は捜査機関を信用

していないのでどこにも被害届けを出していないと述

べた。また，ヴルコフ首相補佐官は，自らが数年前に

ＫＧＢにリクルートされそうになったと述べた。 

 

外政 

■主な要人往来 

・７月２日，ダンチラ首相は，ルーマニアを訪問した

シェフチョヴィチ・エネルギー連合担当欧州副委員長

と会談を行った。（下記【ＥＵ関係】参照） 

・７月２－４日，メレシュカーヌ外相は，トルクメニ

スタンを訪問し，メレドフ・トルクメニスタン副首相

兼外相等と会談を行った。 

・７月４日，ダンチラ首相は，ギリシャで開催された

ギリシャ，セルビア，ブルガリア及びルーマニアによ

る４ヵ国首脳会合に出席した。 

・７月６日，ミン・ベトナム副首相兼外相は，ルーマ

ニアを訪問し，メレシュカーヌ外相と会談を行った。

同副首相は，ダンチラ首相とも会談を行った。 

・７月６日，ダンチラ首相は，ルーマニアにおいて，

リンケビチュウス・リトアニア外相と会談を行った。 

・７月７日，ダンチラ首相は，ブルガリアで開催され

た中欧・中国協力「１６＋１」首脳会合に出席した。 

・７月９－１０日，ダンチラ首相はブリュッセルを訪

問し，ユンカー欧州委員会委員長と会談を行った。会

談には，ティマーマンス欧州委員会副委員長及びクレ

ツ地域開発担当欧州委員も同席した。 

・７月１１－１２日，ヨハニス大統領は，ブリュッセ

ルで開催されたＮＡＴＯ首脳会合に出席した。（下記

【軍事・安全保障関係】参照） 

・７月１６日，メレシュカーヌ外相は，ブリュッセル

で開催されたＥＵ外務理事会に出席した。 

・７月１８日，クナイスル・オーストリア外相はルー

マニアを訪問し,メレシュカーヌ外相及びヨハニス大

統領と個別に会談を行った。 

・７月１９日，メレシュカーヌ外相は，ルーマニアを

訪問したマリキ・ビン・オスマン・シンガポール外務

兼国防担当上級国務相と会談を行った。 

・７月２４日，ヴァラッカー・アイルランド首相は，

ルーマニアを訪問し，ヨハニス大統領及びダンチラ首

相と個別に会談を行った。 

・７月２５－２７日，ダンチラ首相は，モンテネグロ

及びマケドニアを訪問し，モンテネグロでは，ジュカ

ノビッチ大統領，マルコビッチ首相と会談を行った。

また，マケドニアでは，イヴァノフ大統領，ザーエフ

首相等と会談を行った。 

・７月２８日，オルバーン・ハンガリー首相は，バイ

レ＝トゥシュナドで開催された夏期自由大学に出席し，

ルーマニアのハンガリー人，米国・中国関係，ＥＵの

対露政策等について演説した。 

・８月６日，メレシュカーヌ外相は，ルーマニアを訪

問したガマゲ・スリランカ社会福祉兼第一次産業大臣

と会談を行った。 

・８月１４日，ダンチラ首相は，ルーマニアを訪問し

た米国議員団と会談し，二国間の政治的アジェンダに

ついて話し合った。 

・８月２１日，メレシュカーヌ外相は，スロバキアで

開催されたスロバキア大使会議に出席した他，ペレグ

リニ・スロバキア首相及びライチャーク・スロバキア

外務・欧州問題相と個別に会談を行った。 

・８月２７，全在外公館のルーマニア大使を集めたル

ーマニア大使会議が開催された。２８日にはコトロチ

ェニ宮殿において，ヨハニス大統領による訓示が行わ

れた。 

・８月２７日，ルーマニアを訪問したマース独外相は，

ルーマニア大使会議でスピーチを行った他，ヨハニス

大統領及びメレシュカーヌ外相と会談を行った。 

 

■ＥＵ関係 

・７月２日，ダンチラ首相は，シェフチョヴィチ欧州

委員会副委員長との会談において，ルーマニアのＥＵ
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議長国期間中の優先事項が，結束政策，共通農業政策，

エネルギー政策に加えて，研究・イノベーションを含

むものとなることを説明した。また，２０２０年以降

の多年度財政枠組についての合意を得ることの重要性

について言及すると共に英国のＥＵ離脱後も，強力な

ＥＵが保たれていくことを示すと述べた。 

シェフチョヴィチ副委員長は，ＥＵ議長国就任への

準備におけるルーマニアの努力に感謝の意を示し，Ｅ

Ｕの新たなエネルギー規制が，ルーマニアの議長国期

間に導入される見通しであることに言及した。同副委

員長は，革新的な資金調達への移行や採掘地域におけ

る復旧プロジェクトへの融資の可能性について強調し

た。 

 

■イスラエル関係 

・７月６日付報道によると，ネタニヤフ・イスラエル

首相は，ルーマニア政治情勢を理由に，８月に予定し

ていたルーマニア訪問を延期した。同首相は，ハイレ

ベルの会談，安定した対話パートナーを望んでいる。 

・８月５日，ドラグネア下院議長は，ルーマニア・イ

スラエルの合同閣議が，今秋に開催されると述べた。

在イスラエル・ルーマニア大使館は，１１月上旬に開

催との情報を得ていることを確認した。 

・８月７日，メレシュカーヌ外相は，在イスラエル・

ルーマニア大使館移転の可能性に関する分析ペーパー

が，大統領府，首相府等に提出されたと述べた。 

 

■米国関係 

・７月３１日，ホワイトハウスは，トランプ大統領が，

ザッカーマン氏を駐ルーマニア米国大使として正式に

任命し，上院での承認手続に入ったことを明らかにし

た。 

・８月２９日，ドラグネアＰＳＤ党首は，クレム駐ル

ーマニア米国大使と会談し，二国間の戦略的パートナ

ーシップや外交上のアジェンダについて協議を行った。 

 

■移民・難民問題 

・８月２７日付当地報道によると,アラド県の国境警察

は,トラックに隠れて不法出国を試みた３３名のイラ

ク人を拘束した。 

 

■モルドバ関係 

・８月２７日，ルーマニア外務省は，アルビタにある

モルドバとの国境検問所において，ルーマニア人のグ

ループが，モルドバ国境警察によって，ルーマニア側

に戻されたことを発表した。ルーマニア国境警察によ

ると，グループは公共の秩序を乱すこともなく，何ら

違反も犯していない。同外務省は，駐ルーマニア・モ

ルドバ大使を事実確認のために呼び出した。 

 

■軍事・安全保障関係 

・７月４－６日，フィフォル国防相は，ドイツを公式

訪問し，黒海地域や二国間関係についての協議を行っ

た。 

・７月７－８日，フィフォル国防相は，ブリュッセル

で開催されたＮＡＴＯ国防相会合に出席した。 

・７月１１－１２日，ヨハニス大統領はブリュッセル

で開催されたＮＡＴＯ首脳会合に出席した。同大統領

は，ルーマニアが国防費のＧＤＰ比率２％を達成して

おり，それを維持していくことを主張すると共に，次

回の首脳会合では，２％を超える負担を目指す動きが

出てくる可能性を示唆した。また，ルーマニアにとっ

て非常に重要な成果が，ＮＡＴＯ加盟国及びジョージ

アとウクライナによって構成された黒海に関するセッ

ションを主導したことであったと述べた。 

・８月２日，ウィリアムソン英国防相は，ルーマニア

を訪問し，フィフォル国防相と会談した他，ダンチラ

首相とも会談を行った。 

・８月２９－３０日，フィフォル国防相は，ウィーン

で開催されたＥＵの非公式国防相会合に出席した。 

 

経済 

■マクロ経済 

（特に記載のない限り，対前年比又は前年同期比，季

節調整後，出典は国家統計局ＩＮＳ） 

【６月分統計】 

（１）鉱工業 

 ５月 ６月 
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工業生産高  ３．６％ ６．７％ 

工業売上高(名目)  １１．４％ １４．９％ 

工業製品物価指数 ５．２％ ６．１％ 

新規工業受注高(名目)  １６．３％ １７．９％ 

工業生産高及び工業売上高(名目)が加速。新規工業

受注高(名目)が若干加速。 

 

（２）販売 

 ５月 ６月 

小売業売上高 

(自動車・バイクを除く)  
６．６％ ７．９％ 

自動車・バイク売上高 １２．８％ ９．７％ 

小売業売上高 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

１．４％ 

EU２８か国 

２．３％ 

ユーロ圏 

１．２％ 

EU２８か国 

１．９％ 

自動車・バイク売上高が減速。なお，６月の小売業

売上高（ユーロスタット）対前年同月比では，ルーマ

ニア（＋７．８％）が最も増加し，次いでリトアニア

（＋７．２％）及びハンガリー（＋６．１％）。 

 

（３）その他 

建設工事 ５月 ６月 

２．６％ ２．０％ 

 

（４）輸出入 

輸

出 

５月 ６月 

€５８億７,１７０万 

(５．２％) 

€５８億８,４２０万 

(１６．２％) 

RON２７２億５,６８０万 

(７．４％） 

RON２７３億８,３３０万 

(１８．４％） 

輸

入 

€７１億４,１００万 

（６．８％） 

€７１億８,６８０万 

（１１．７％） 

RON３３１億５,２５０万 

(９．０％） 

RON３３４億４,２３０万 

(１３．８％） 

  

【１月～６月分統計】 

（１） 鉱工業 

 ５月 ６月 

工業生産高  ５．７％ ５．９％ 

工業売上高(名目)  １３．５％ １３．８％ 

新規工業受注高(名目)  １８．０％ １８．２％ 

 

（２）販売 

 ５月 ６月 

小売業売上高 

(自動車・バイクを除く)  
７．５％ ７．５％ 

自動車・バイク売上高 １１．０％ １０．８％ 

 

（３）その他 

建設工事  ５月 ６月 

０．４％ １．１％ 

 

（４）輸出入 

輸

出 

５月 ６月 

€２８０億９,３００万 

(８．８％) 

€３３９億７,６９０万 

(１０．０％) 

RON１,３０７億１,１００万 

(１１．７％） 

RON１,５８０億９,３００

万(１２．８％） 

輸

入 

€３３０億９,３２０万 

（９．３％） 

€４０２億８,１９０万 

（９．７％） 

RON１,５３９億７,４７０万 

(１２．３％） 

RON１,８７４億２,５７０万 

(１２．５％） 

貿

易

収

支 

▲€５０億２０万 

（▲€５億３,２６０万） 

▲€６３億５００万 

（▲€４億６,７４０万） 

RON２３２億６,３７０万 

（▲RON３０億１,５５０万） 

▲RON２９３億３,２７０万 

（▲RON２８億３,２１０万） 

 

 【７月分統計】 

・消費者物価指数  

 ６月 ７月 

全体 ５．４０％ ４．５６％ 

食料品価格 ３．８６％ ３．４２％ 

非食料品価格 ７．８２％ ６．２３％ 

サービス価格 ２．５８％ ２．６８％ 

消費者物価指数 ユーロ圏 ユーロ圏 
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（ユーロスタット） ２．０％ 

EU２８か国 

２．１％ 

２．１％ 

EU２８か国 

２．２％ 

７月の消費者物価指数（ユーロスタット）対前年同

月比では，ギリシャ（０．８％）、デンマーク（０．９％）

及びアイルランド（１．０％）が最も低い。 

 

【その他統計】 

・７月６日，ルーマニアの２０１８年第１四半期のＧ

ＤＰ（暫定値）は２０１７年第４四半期から０．１％

増加した。前年同期比で４．０％(季節調整前)，４．

２％（季節調整後）増加した。 (ＩＮＳ) 

・８月１４日，ルーマニアの２０１８年第２四半期の

ＧＤＰは前期比１．４％増加した。前年同期比で４．

１％(季節調整前)，４．２％（季節調整後）増加した。 

(ＩＮＳ) 

 

■産業界の動向 

・７月以降，ルーマニア国内でアフリカ豚コレラの被

害が拡大している。１０県１６５カ所において発生し，

商業農場・工場での１１件，屠蓄場での１件などを含

めて，計７８１件。これまでに，約１２万頭の豚が処

分された（８月末時点）。 

・７月２日，フランス自動車製造者委員会（ＣＣＦＡ）

によると，２０１８年６月におけるフランスでのダチ

ア新規登録台数は１万６，５５１台になり，対前年同

月比で２８．２％増加した。フランスでのダチアのマ

ーケット・シェアは６．５６％であり，前年同月の５．

５９％から０．９７％ポイント増加した。６月にフラ

ンスの自動車市場全体は９．２％増加した。２０１８

年６月末におけるフランスでのダチア新規登録台数は

７万７，７２３台になり，対前年同期比で２０．８％

増加した。６月末のフランスでのダチアのマーケッ

ト・シェアは６．５４％であり，前年同期の５．６７％

から０．８７％ポイント増加した。６月末にフランス

の自動車市場全体は４．７％増加した。 

・８月１日，ＣＣＦＡによると，２０１８年７月にお

けるフランスでのダチア新規登録台数は９，７８１台

になり，対前年同月比で１８．３％増加した。フラン

スでのダチアのマーケット・シェアは５．５８％であ

り，前年同月の５．６１％から０．０３％ポイント減

少した。７月にフランスの自動車市場全体は１８．９％

増加した。２０１８年７月末におけるフランスでのダ

チア新規登録台数は８万７，５０４台になり，対前年

同期比で２０．５％増加した。７月末のフランスでの

ダチアのマーケット・シェアは６．４２％であり，前

年同期の５．６６％から０．７６％ポイント増加した。

７月末にフランスの自動車市場全体は６．３％増加し

た。 

・７月５日，イギリス自動車製造販売協会（ＳＭＭＴ）

によると，２０１８年６月におけるイギリスでのダチ

ア新規登録台数は２，０００台になり，前年同月の２，

８４５台と比較して２９．７０％減少した。２０１８

年６月末におけるイギリスでのダチア新規登録台数は

１３，６１７台になり，前年同期の１４，３８７台と

比較して－５．３５％減少した。２０１８年６月末の

イギリスでのダチアのマーケット・シェアは１．０４％

であり，前年同期の１．０３％から０．０１％ポイン

ト増加した。 

・８月６日，ＳＭＭＴによると，２０１８年７月にお

けるイギリスでのダチア新規登録台数は１，３６６台

になり，前年同月の１，４６０台と比較して－６．４

４％減少した。２０１８年７月末におけるイギリスで

のダチア新規登録台数は１４，９８３台になり，前年

同期の１５，８４７台と比較して５．４５％減少した。

２０１８年７月末のイギリスでのダチアのマーケッ

ト・シェアは１．０１％であり，前年同期から不変。 

・７月１２日，ルーマニア運転免許証・自動車登録局

（ＤＲＰＣＩＶ）によると，２０１８年６月の新車登

録台数は１６，２０１台に達し，対前年同月比で４４．

２５％増加した。 

・８月１０日，ＤＲＰＣＩＶによると，２０１８年７

月の新車登録台数は１９，４６３台に達し，対前年同

月比で３３．６５％増加した。 

・７月１７日，欧州自動車工業会（ＡＣＥＡ）による

と，６月におけるヨーロッパでのダチア自動車新規登

録台数は５万６，３３３台となり，対前年同月比で１

１．５％増加した。６月末におけるヨーロッパでのダ
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チア自動車新規登録台数は２８万２，２３３台となり

対前年同期比で１６．２％増加した。 

・７月２０日，ルーマニア自動車生産者輸入業者協会

(ＡＰＩＡ)によると，２０１８年１～６月の車両販売

台数は８万８，９９７台で，対前年同期比で２４．３％

増加した。６月末のメーカー別自動車販売は１位がダ

チア(２４，３５３台，市場シェア：３２．３％，対前

年同期比で＋３５．１％)で，次いで Volkswagen(７，

５５３台，市場シェア：１０．０％，対前年同期比で

＋１６．２％)，Skoda(６，７６３台，市場シェア：９．

０％，対前年同期比で＋２９．２％)，Renault（５，

９７４台，市場シェア：７．９％，対前年同期比で＋

２９．７％)，Ford（４，６１９台，市場シェア：７．

９％，対前年同期比で＋２５．０％）。 

・８月２１日，ＡＰＩＡによると，２０１８年１～７

月の車両販売台数は１０万５，６８６台で，対前年同

期比で２６．４％増加した。７月末のメーカー別自動

車販売は１位がダチア(２８，４９４台，市場シェア：

３１．８％，対前年同期比で＋３１．６％)で，次いで

Volkswagen(９，３４９台，市場シェア：１０．４％，

対前年同期比で＋２３．３％)，Skoda(８，０９８台，

市場シェア：９．１％，対前年同期比で＋２７．５％)，

Renault（６，７１６台，市場シェア：７．５％，対前

年同期比で＋１８．９％)，Ford（５，４７３台，市場

シェア：６．１％，対前年同期比で＋１８．０％）。 

 

■公共政策 

・欧州基金省は，２０１８年８月３日の時点での欧州

基金（２０１４～２０２０年）執行率を１９．０３％

と発表。 

 

■財政政策 

・７月２６日，公共財務省は，６月末のルーマニアの

財政収支は約１４９億６，５３０万レイ，対ＧＤＰ比

で１．６１％の赤字であったと発表。２０１７年６月

末の財政収支は約６２億９，５１０万レイ，対ＧＤＰ

比で０．７７％の赤字であった。 

・８月３０日，公共財務省は，７月末のルーマニアの

財政収支は約１１９億３，１７０万レイ，対ＧＤＰ比

で１．２６％の赤字であったと発表。２０１７年７月

末の財政収支は約５１億３，９５０万レイ，対ＧＤＰ

比で０．６３％の赤字であった。 

 

■金融等 

・７月２日，ルーマニア国立銀行（ＢＮＲ）６月末の

外貨準備高は３１７億６，６００万ユーロ（５月末の

３３１億２，３００万ユーロから減少），金準備高は１

０３．７トンで不変。 

・８月１日，７月末の外貨準備高は３１３億７，８０

０万ユーロ（６月末の３１７億６，６００万ユーロか

ら減少），金準備高は１０３．７トンで不変。(ＢＮＲ) 

・７月４日，ＢＮＲは，政策金利を年率２．５０％で

据え置くことを決定した。中銀貸出金利を３．５０％

で，中銀預入金利を１．５０で据え置くことを決定し

た。 

・８月６日，ＢＮＲは，政策金利を年率２．５０％で

据え置くことを決定した。中銀貸出金利を３．５０％

で，中銀預入金利を１．５０で据え置くことを決定し

た。 

・７月１６日，ＢＮＲは，２０１８年５月末の経常収

支等について次のとおり発表。 

（１） 経常収支は３０億１，８００万ユーロの赤字。

なお，２０１７年５月末には２６億６００万ユーロの

赤字であった。 

（２）外国直接投資 (ＦＤＩ) は，１７億２，０００

万ユーロ。なお前年５月末には１４億６，２００万ユ

ーロであった。 

（３）中長期対外債務は，２０１７年末から１．６％

減少し，６７５億４，３００万ユーロ (対外債務全体

の７０．３％) 。 

（４）短期対外債務は，２０１７年末から１４．６％

増加して，２８４億９，７００万ユーロ (対外債務全

体の２９．７％) 。(ＢＮＲ) 

・８月１３日，２０１８年６月末の経常収支等につい

て次のとおり発表。 

（１） 経常収支は３７億８，１００万ユーロの赤字。

なお，２０１７年６月末には３５億２，６００万ユー

ロの赤字であった。 
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（２）外国直接投資 (ＦＤＩ) は，２１億９，４００

万ユーロ。なお前年６月末には１６億９，５００万ユ

ーロであった。 

（３）中長期対外債務は，２０１７年末から２．５％

減少し，６６９億２００万ユーロ (対外債務全体の７

０．１％) 。 

（４）短期対外債務は，２０１７年末から１４．５％

増加して，２８４億６，９００万ユーロ (対外債務全

体の２９．７％) 。 

 

■労働・年金問題等 

・７月２日，２０１８年５月末の失業率(季節調整後・

修正後)は４月末から不変で，４．３％になった。(Ｉ

ＮＳ)  

・７月３１日，２０１８年６月末の失業率(季節調整

後・修正後)は５月末から０．１％ポイント減少し，４．

３％になった。(ＩＮＳ)  

・８月３１日，２０１８年７月末の失業率(季節調整後)

は６月末から不変で，４．２％になった。(ＩＮＳ) 

・７月２日，国家雇用庁（ＡＮＯＦＭ）は，２０１８

年５月末の失業率は４月末から０．１０％ポイント減

少し，前年５月から０．７２％ポイント減少し，３．

４８％となったと発表。 

・７月２７日，ＡＮＯＦＭは，２０１８年６月末の失

業率は５月末から不変で，前年６月から０．６９％ポ

イント減少し，３．４８％となったと発表。 

・８月２２日，ＡＮＯＦＭは，２０１８年７月末の失

業率は６月末から０．０２％ポイント増加し，前年７

月から０．７０％ポイント減少し，３．５０％となっ

たと発表。 

・７月９日，２０１８年５月の平均給与(グロス)は，

４，４９４レイ(約９６６ユーロ)で，対前月比で０．

４％ポイント減少し，平均給与(手取り) は２，７０４

レイ (約５８２ユーロ) で，対前月比で０．３％減少。

なお，平均給与(手取り)が最も高かった業種は，コン

ピュータープログラミング，コンサルティング及び関

連活動分野（ＩＴサービス活動を含めて）で(６，４３

７レイ，約１，３８４ユーロ)で，反対に最も低かった

のは宿泊・飲食業(１，５５４レイ，約３３４ユーロ)。 

(為替レートは４．６５レイ・ユーロ)(ＩＮＳ) 

・８月７日，２０１８年６月の平均給与(グロス)は，

４，５２７レイ(約９７４ユーロ)で，対前月比で０．

７％ポイント増加し，平均給与(手取り) は２，７２１

レイ (約５８５ユーロ) で，対前月比で０．６％増加。

なお，平均給与(手取り)が最も高かった業種は，業種

は，石油精製分野で(６，５９１レイ，約１，４１７ユ

ーロ)で，反対に最も低かったのは宿泊・飲食業(１，

５５７レイ，約３３５ユーロ)。 (為替レートは４．６

５レイ・ユーロ)(ＩＮＳ) 

 

■格付（２０１８年９月１４日付） 

Fitch  外貨建長期(国債) ＢＢＢ－ (安定的） 

    自国通貨建長期  ＢＢＢ  (安定的) 

 

Ｓ＆Ｐ 外貨建長期    ＢＢＢ－（安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ－（安定的） 

 

ＪＣＲ 外貨建長期    ＢＢＢ  (安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ+ （安定的） 

（内はアウトルック） 

 

二国間関係 

・７月２４日，松島みどり衆議院議員（日ルーマニア

友好議連メンバー）は，ルーマニアを訪問し，メレシ

ュカーヌ・ルーマニア外相と会談した他，日本庭園，

地下鉄６号線建設予定地等の視察を行った。 

・７月３１日－８月２日，衆議院議員団がルーマニア

を訪問し，ドゥシャ国防次官等と会談した他，デヴェ

セルに設置されたイージス・アショアを見学した。 

・８月７日，メレシュカーヌ外相は，本年上半期の重

要な案件として，安倍総理のルーマニア訪問に言及し，

その主な成果が，両国間の戦略的パートナーシップへ

の可能性であると述べた。 

 


